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ＪＵＮＥ長島
な     が     し     ま

広報

６

海の恵みで集落運営
　５月の大潮の日、初夏の風物詩であるヒジキ採り
が長島町内各地でありました。
　東シナ海に面した地域では、近年磯焼け現象など
の影響で収穫量が激減し、ここ数年見合わせている
集落もあります。
　５月 17日、集落運営費確保の一つとして取り組
み、今回で５年目となる葛輪集落では、長島海峡に
浮かぶ黒島との瀬に渡り、1㍍ほどに伸びたヒジキ
を収穫しました。



『じゃがいもまつり』in nagashima

「赤土バレイショ」味わって

　

長
島
町
で
初
の
試
み
と
な
っ
た

「
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
」
が
、
５

月
６
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
長
島
町
特
産
の

赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
消

費
拡
大
と
知
名
度
を
ア
ッ
プ
す
る

の
が
目
的
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
町
内
外
か
ら
約
６
千
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ

り
実
行
委
員
会
委
員
長
の
、
Ｊ
Ａ

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
中
村
信
行
常

務
は
「
今
日
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の

無
料
配
布
や
掘
取
体
験
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
長
島
の
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ

を
ご
賞
味
し
て
、
楽
し
ん
で
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
川
添
健
町
長
は
「
昨
年
度

の
本
町
の
バ
レ
イ
シ
ョ
の
売
り
上

げ
は
53
億
円
。
こ
れ
ま
で
長
島
の

バ
レ
イ
シ
ョ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
日
は

ぜ
ひ
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
来
場
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
は
、
先
着
２
０
０
０

人
に
袋
詰
め
さ
れ
た
バ
レ
イ
シ
ョ

の
無
料
配
布
や
掘
取
体
験
、
巨
大

長島町初企画
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①

③

②

④

⑤

①会場近くの畑で掘り取り体験をする参加者

②先着 2,000 人に準備されたバレイショの無料配布

③巨大なべで作られた 1,500 食の豚汁

④大迫力の野田郷島津太鼓

⑤牛深高校郷土芸能部の生徒によるハイヤ踊り

な
べ
で
作
っ
た
１
５
０
０
食
の
豚

汁
が
準
備
さ
れ
、
詰
め
掛
け
た
家

族
連
れ
で
長
い
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。こ
の
ほ
か
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
野
田
郷
島
津
太
鼓
、
牛

深
高
校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
牛
深

ハ
イ
ヤ
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
観

客
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
家
族
連
れ
で
訪

れ
た
遠
矢
英
資
さ
ん
は
「
長
島
は

自
然
豊
か
で
花
も
き
れ
い
。
今
日

は
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
と
聞
い
て

楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
」
と
掘

取
体
験
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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３
月
31
日
か
ら
開
幕
し
た
、
第

２
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が

５
月
６
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
町
内
外
か
ら

11
万
３
千
人
（
主
催
者
発
表
）
が

春
の
長
島
を
訪
れ
、
メ
イ
ン
会
場

や
サ
ブ
会
場
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
、
町
内
一
周
沿
道
の
咲
き
誇
る

花
々
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
13
に
お
よ
ぶ
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
で
来
場

者
が
増
加
。
町
内
の
飲
食
店
や
商

店
、
道
の
駅
な
ど
で
は
た
く
さ
ん

の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
ド
ラ

イ
ブ
客
な
ど
、
町
内
の
幹
線
道
路

で
は
車
の
往
来
が
い
つ
も
以
上
に

多
く
、
休
日
と
も
な
る
と
、
黒
之

瀬
戸
大
橋
付
近
の
「
道
の
駅
だ
ん

だ
ん
市
場
」
前
で
は
渋
滞
す
る
な

ど
、
町
内
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
は
、

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
「
ち
び
っ
こ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
、

約
4
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
メ
イ
ン
会
場
の

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
。
午
前
10

時
の
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
続
々
と
家

族
連
れ
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
金
魚
す
く
い
や
ボ
ン
ボ

ン
釣
り
、
あ
め
つ
か
み
な
ど
の
7

つ
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
子
ど
も

ら
は
目
当
て
の
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ゲ
ー
ム
引
換
券

な
ど
と
セ
ッ
ト
で
配
布
さ
れ
た
抽

選
券
に
よ
る
大
抽
選
会
も
同
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
景
品
は
、

1
等
の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３

の
ほ
か
、
2
等
か
ら
6
等
ま
で
合

計
50
本
の
商
品
。
見
事
抽
選
に
当

た
っ
た
来
場
者
は
大
喜
び
で
し

た
。

　

最
終
日
の
5
月
6
日
、
メ
イ
ン

会
場
内
の
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

で
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
濵
田
重

則
実
行
委
員
長
は
「
花
は
人
の
心

①

②

③

①たくさんの子どもたちで賑わった「ち
びっこフェスティバル」
②金魚すくいを楽しむ家族連れ
③抽選会で１等のプレイステーション３
が当たって喜ぶ来場者

夢追い長島花フェスタ閉幕
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を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
。
花
づ
く

り
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、
日
本
中
に
長
島
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
。
今
後
も
町
民
一
体
と

な
っ
て
続
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
川
添
健
町
長
は
「
花

街
道
づ
く
り
は
町
民
の
力
と
団
結

の
結
晶
。
今
後
も
交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
で
活
性
化
を
図
り
、
融

和
と
自
慢
の
で
き
る
町
づ
く
り
を

進
め
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
同
日
、
閉
会
式
に
あ
わ

せ
、
景
観
賞
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
一
人
の
個
人
と
9
つ
の
団
体

が
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

島
町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
に
基
づ

き
表
彰
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
個

人
、
団
体
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
内

沿
道
の
花
壇
を
良
く
管
理
し
、
町

内
の
花
づ
く
り
の
模
範
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
共
栄
建
設
株
式
会
社
長
島

支
店
長
の
川
原
成
満
さ
ん
が
「
自

然
と
共
存
す
る
美
し
い
感
性
あ
ふ

れ
る
長
島
町
を
目
指
し
、
花
に
よ

る
町
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
花
の
町
づ
く

り
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

ボランティア団体が、 沿道沿いのポケットパーク前に手がけている花壇。
ここにはベンチも設けられ、眼下に東シナ海も見渡せるほか、かごしまよ
かとこ 100 選で選ばれた「上り浜 汐見の段々畑」も見ることができる。

④

⑤

⑥

④夢追い長島花フェスタの閉会式でお礼
を述べる濵田重則実行委員長
⑤景観賞を受賞した１個人と９団体の代
表者
⑥「花の町づくり宣言」をした景観賞代
表の川原成満さん

花づくりの模範に景観賞

★
景
観
賞
受
賞
者

［
個
人
］

　

▼
平
下
八
重
子
さ
ん

［
団
体
］

　

▼
共
栄
建
設
株
式
会
社

　
　

鹿
児
島
支
店

　

▼
社
会
福
祉
法
人
指
江
福
祉
会

　
　

指
江
保
育
園

　

▼
株
式
会
社
前
田
組
長
島
支
店

　

▼
汐
見
老
人
ク
ラ
ブ

　

▼
株
式
会
社
川
床
石
油
設
備
工
業

　

▼
有
限
会
社
三
和
住
設
長
島
支
店

　

▼
有
限
会
社
堀
元
電
気
商
会

　

▼
有
限
会
社
飯
尾
建
設

　

▼
有
限
会
社
福
永
建
設
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避
難
勧
告

避
難
指
示

避難までの流れ 避
難
行
動

①
避
難
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
学
校
や
公
共
施
設
、
各
地
区
の
公
民
館
等
が
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

避難準備情報
避難行動に時間がかかる人は避難を始めましょう。その他の人は、避難準備を始めましょう。
避難勧告
避難を開始しましょう。
避難指示
避難していない人は、直ちに避難しましょう。その余裕がない場合は、生命を守る最低限の
行動をとりましょう。

避難勧告等についてご存知ですか

みんなで防ごう土砂災害
　

わ
が
国
は
、
急
峻
な
山
地
や
谷
地
、
崖

地
が
多
く
、
地
震
や
火
山
活
動
も
活
発
な

た
め
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
環
境
で

す
。
ま
た
、
台
風
や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
や

す
く
、
平
均
で
毎
年
約
１
０
０
０
件
の
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

人
的
被
害
を
伴
う
土
砂
災
害
が
広
域
に
わ

た
り
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
近
畿
地
方
で

は
、
台
風
12
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
ほ
か
、
土
石
流
に
よ
り
土
砂
ダ

ム
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ

て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
内
に
お
い
て
も
、
昨
年
、
一
昨
年
と

奄
美
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
長
島
町
で
は
、
幸
い
に
も
人
的
被

害
を
と
も
な
う
よ
う
な
大
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
災

害
が
発
生
し
や
す
い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
本
町
で
は
２
７

０
カ
所
が
災
害
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
、

土
砂
災
害
防
止
法
で
規
制
さ
れ
る
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
は
２
７
１
カ
所
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
防
止
と
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
家
族
や
地

域
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
や
避
難
行
動
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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避
難
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

 

逃
げ
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

 

大
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

１時間に 20 ㍉以上、または降り始
めてから 100 ㍉の降雨量になったら
注意しましょう。

土石流は速度が速いため、土砂の流
れる方向に対して直角に逃げましょ
う。

日ごろから家族全員で避難場所や避
難する順路を決めておきましょう。

災
害
の
前
兆
現
象
を
ご
存
知
で
す
か

こ
ん
な
現
象
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

て
く
る

が
け
に
割
れ
目
が
見
え

る

が
け
か
ら
水
が
わ
き
出

て
い
る

山
鳴
り
が
す
る

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
、
川
の
水
位
が
下
が
る

川
の
流
れ
が
濁
り
、
流

木
が
混
ざ
り
は
じ
め
る

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る

が
け
崩
れ

土
石
流

地
す
べ
り

連
絡
体
制

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
態

に
な
っ
た
場
合
、
安
否
確
認
の

伝
言
を
録
音
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
前
兆
現
象
の
発
見
・
避
難
支

　

援
・
災
害
発
生
・
避
難
所
の

　

開
設
状
況

　

長
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

◎
け
が
人
が
出
た
・
人
命
救
助

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

１
１
９
番
も
し
く
は

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

伝
言
の
録
音
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

録
音
の
場
合
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

０
９
９
６
（
×
×
）
×
×
×
×

伝
言
の
再
生
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

再
生
の
場
合
２
を
ダ
イ
ヤ
ル

土砂災害防止月間
６月１日～ 30 日
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i n f o r m a t i o n

「
子
ど
も
手
当
」
は

「
児
童
手
当
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

○支給対象
　中学校卒業（15 歳の誕生日後の最初の３月 31 日まで）までの児童を養

育しているかた。

○支給月額
児童の年齢 児童手当の額（一人当たり月額）

３歳未満 一律 15,000 円
３歳以上小学校修了前 10,000 円（第３子以降［※１］は 15,000 円）
中学生 一律 10,000 円

　［※１：第３子以降とは、高校卒業まで（18 歳の誕生日後の最初の３　

　 月 31 日まで）の養育している児童のうち３番目以降をいいます。］

○支給時期
　原則として、 毎年 6 月、10 月、 ２月に、 それぞれの前月分までの手当

が支給されます。

○児童手当制度の変更点
　児童を養育しているかたの所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給

付として月額一律 5,000 円を支給します。扶養親族等の数による所得限度

額は下記のとおりです。
扶養親族等の数 所得制限限度額

０人 622 万円
１人 660 万円
２人 698 万円
３人 736 万円
４人 774 万円
５人 812 万円

　※１　扶養親族等の数が一人増えるごとに、所得額に 380,000 円加算し

　　　ます。

　※２　所得額とは、サラリーマンなどの給与所得のみのかたは、源泉徴

　　　収票の「給与所得控除後の金額」、自営業者などで確定申告をして

　　　いるかたは、確定申告書の「所得金額合計」のことをいいます。 

　※３　所得額は、主な生計者（所得が高いかた）が対象で、世帯や夫婦

　　　の合算した所得ではありません。 

　※４　上表の金額は、 一律控除の 80,000 円を引いた金額です。 このほ

　　　かにも、さまざまな控除（障害者控除、寡婦控除、勤労学生控除な

　　　ど）があります。

○その他
　保育料や学校給食費などの支払い申し出があったかたは、本町では児童

手当から徴収することが可能となりました（※徴収を実施するかどうか

は、各市区町村で異なります）。

　このほか、児童手当などの全部または一部の支給を受けずに、これをお

住まいの市区町村に寄付し、地域の児童の健やかな成長を支援するために

役立ててほしいというかたには、簡便に寄付を行う手続きがあります。関

心のあるかたは、役場町民福祉課まで問い合わせください。

児童手当制度の概要

8Nagashima town Public Relations
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平
成
24
年
度
か
ら
「
子
ど
も

手
当
制
度
」
は
「
児
童
手
当
制

度
」
に
変
わ
り
、
6
月
分
の
手
当

（
10
月
振
込
予
定
）
か
ら
所
得
制

限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
児
童
を
養

育
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
所
得
制

限
額
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
児

童
（
中
学
生
以
下
）
一
人
に
つ
き

５
０
０
０
円
（
月
額
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
所
得
制
限
額
未

満
の
か
た
の
支
給
額
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
か
た
は
、
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、

受
給
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の

で
、
６
月
１
日
現
在
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

（
平
成
24
年
10
月
支
給
分
か
ら
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

○児童手当現況届
　平成 24 年３月まで「子ども手当」を受けていたことにより、児童手当などの申請が

不要とされているかたも、6 月に「現況届」の提出が必要です。

　◆受付期間    　６月１日（金）～ 29 日（金）

　◆提  出  先　　役場町民福祉課、総合管理課（指江庁舎）

　◆手続きに必要なもの

　　①現況届

　　②児童手当に係る学校給食費等の徴収等に関する申出書

　　③印鑑

　　④受給者（通知の宛名のかた）の健康保険証または年金加入証明書（国民年金以外

　　の年金に加入しているかた）

　◆その他必要に応じて提出していただくもの

　　①平成 24 年１月１日時点で長島町に住所がなかったかた

　　　⇒前年分の児童手当用所得証明書（平成 24 年 1 月 1 日時点で住所のあった市区

　　　　町村で発行）

　　②児童と別居されているかた（住民票が別住所となっているかた）

　　　⇒別居している児童の住民票謄本（世帯全員のもの）

　　③振込口座を変更したいかた

　　　⇒受給者名義の預金通帳

○その他の届け出
　次に該当する場合は、届け出が必要です。

　▼児童を養育しなくなったことなどにより、支給対象となる児童がいなくなったとき

　▼同じ市区町村の中で住所が変わったとき、または養育している児童の住所が変わっ

　たとき

　▼受給者のかた、または養育している児童の名前が変わったとき

　▼国内で児童を養育している者として、海外に住んでいる父母から「父母指定者」の

　指定を受けるとき

児童手当現況届はお早めに

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課児童福祉係
　☎（86）1111［内線 1117］
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i n f o r m a t i o n

さ
あ
は
じ
め
よ
う
。

介
護
予
防
①

　

今
月
号
か
ら
、「
さ
あ
は
じ
め
よ
う
。
介
護
予
防
」
と
題
し
て
、
６
回
に
わ
た
り
連
載
し
ま
す
。

　

高
齢
期
を
迎
え
て
も
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
生
活
全
般

を
活
発
に
し
、
心
身
の
衰
え
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
ら
な
い
た
め
や
悪
化
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
で
す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生活不活発病とは？
　加齢とともに体が弱くなる
ことは誰にでもあることと思
い ま す。 し か し、「 年 だ か ら
仕方がない」と考え、不活発
な生活を続けていると、心身
機能や生活機能が低下した状
態に陥ります。これを「生活
不活発病」といいます。
　 こ の よ う な 状 態 で い る と、
風邪をひいて数日間寝込んだ
り、ちょっとした段差でつま
ずいて転倒したりなど、ささ
いなことがきっかけで、寝た
きりなど介護が必要な状態に
なります。

生活不活発病に陥る
サインに気付きましょう
　生活不活発病に陥る前に体の弱
くなったところや、生活が不活発
になったところなどサインが出て
きます。サインに早く気付き取り
組みを行うことで、介護予防する
ことができます。

▼生活不活発病のサインの一例
　①階段を昇る時手すりや壁につ
　かまる　②体重が減少　③お茶
　や汁物などでむせる　④昨年と
　比べて外出の回数が減る　⑤気
　分が落ち込み楽しめないなど　

　基本チェックリストは、日常生活における
心 身 機 能 の 低 下 の 兆 候（ 危 険 な 老 化 の サ イ
ン）を判断するため、厚生労働省が作成した
全国共通の質問票です。25 項目の質問で「は
い」「いいえ」 のどちらかに記入する簡単な
ものになっています。
　基本チェックリストを活用することで、生
活不活発病に陥るサインを早く見つけること
が で き、 自 分 の 体 の ど こ が 弱 っ て き て い る
か、今後どのような介護予防の取り組みが必
要か知ることができます。健康を維持してい
くためにも、年１回は「基本チェックリスト」
を 活 用 し て、 ご 自 身 の 体 の 状 態 を 確 認 し ま
しょう。チェックリストの問い合わせは、長
島町地域包括センターまで。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括センター
　（保健衛生課内）
　☎（86）1111［内線 1161］

早期の介護予防に取り組むために
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自己負担額 3,150 円で
低線量ＣＴ肺がん検診

　長島町国民健康保険鷹巣診療所では、最新型マルチ型Ｘ線ＣＴ装置

を使って低線量ＣＴ肺がん検診を自己負担 3,150 円で行っています。

　この事業は鹿児島県において、がんによる死因が第 1 位である肺が

んの早期発見、早期治療により肺がんによる死亡の減少を目的に検査

費用の一部を県が助成し実施するものです。肺がん治療中または肺が

んの疑いで経過観察中、肺がん手術後のかたを除き、特に喫煙者はこ

の機会に検診されることをお勧めします。

　検診を希望されるかたは、必ず電話予約が必要です。

○検診期限＝平成 25 年 3 月 31 日

○自己負担額　

　3,150 円（検診費用 10,500 円のうち 7,350 円を県が助成）

○対象者
　検診当日満 50 歳以上（当日運転免許証などで確認） ◎問い合わせ先

　長島町国民健康保険鷹巣診療所
　☎（86）0054

↑鷹巣診療所に整備されている最
新 式 の「全 身 用 64 枚 マ ル チ 型 Ｘ
線ＣＴ装置」

がん検診はあなたと家族への贈り物
　本町では、町民の皆さんが健やかな生活を送るために、各集落を巡回して肺がん検診

と大腸がん検診を同時に実施しています。大腸がんは、一般的には自覚症状はありませ

ん。早期発見であればほぼ 100％近く完治するため、無症状の時期に発見することが重

要となります。

日　　 時
６月 18日（月）～７月３日（火）
（※土・日曜日は除く）

対　　 象 40 歳以上（平成 25年３月 31日現在）

検  診  料 無　料

検診内容
便 2日法による便潜血検査
（※この検査は、がんやポリープなどがあると大腸内に出血することが
あることから、その血液を検出する検査です。）

受診方法 事前に検査容器を受け取り、検診当日に受付へ提出（代理人でも可）

問い合わせ先
役場保健衛生課保健係
☎（86）1111［内線 1108］

ブルーリボン
（大腸がん啓発）
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日　　時 場　　　所 時　　間

６月 13 日（水）長島町保健福祉センター

（鷹巣）

午後 1 時 30 分～
午後 4 時 30 分

（受付：1 時～）６月 20 日（水）

　　

　

長
島
町
で
は
、
年
間
１
０
０
人

前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
安
全
に
産
ま
れ
、
元
気
に

育
つ
よ
う
、
ま
た
、
マ
マ
や
パ
パ
、

そ
し
て
ご
家
族
が
出
産
・
育
児
を

迎
え
る
気
持
ち
や
態
勢
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
町
で
は
６
月

と
12
月
に
妊
婦
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
妊
娠
の
か
た

も
、
２
回
目
以
降
の
妊
娠
の
か
た

も
、
今
し
か
な
い
こ
の
貴
重
な
妊

娠
中
の
生
活
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
教
室
で
は
、
同
じ
時
期
に

出
産
を
迎
え
る
マ
マ
友
が
増
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

妊婦教室（イルカ教室）日程

★内容

　妊娠・出産から育児までの知識や方法など妊婦さんの質問

と相談にも応じながら行い、講師には助産師も迎えます（内

容の詳細は、町内在住の妊婦さんに個別通知します）。

★持ってくるもの

　母子健康手帳

★参加料＝無料

　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　　　役場保健衛生課保健係

　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1111［内線 1106］

　７月から長島町巡回バスのダイヤが変更になります。

　今回の改正では、鷹巣地区、指江地区を直接結ぶダ

イヤとそれに伴う接続ダイヤを設定し、利便性の向上

を図っております。巡回バスは、３台の車両が旧長島

町と旧東町の各地区を分担して運行していますが、合

併に伴い乗り継ぎなどで不具合が指摘されていまし

た。新ダイヤの時刻表配布は、６月中旬ごろの予定です。

　　

長島町巡回バスの
　　　ダイヤが変わります

◎問い合わせ先
　　役場企画財政課
　　☎（86）1111［内線 1254］

↑本町内を走る巡回バス
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NAGASHIMA TOWN Public Relations  「
和
解
仲
介
」
で

　
　
　
紛
争
解
決

　
近
年
、
農
地
の
紛
争
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
や
境
界
な
ど
の

紛
争
が
生
じ
た
場
合
の
解
決
手
段
と

し
て
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
和
解
の

仲
介
、
農
事
調
停(

民
事
調
停
法)

、

民
事
訴
訟
（
民
事
訴
訟
法
）
に
よ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

農
事
調
停
や
民
事
訴
訟
で
は
、
経

費
や
手
間
が
か
か
り
、
紛
争
内
容
に

よ
っ
て
は
当
事
者
が
裁
判
所
で
解
決

す
る
こ
と
に
抵
抗
感
を
感
じ
る
こ
と

は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
よ
り
身
近
で
簡

素
な
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
和
解
の

仲
介
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
紛
争
で
お
悩
み
の
か
た

は
、
遠
慮
な
く
地
元
農
業
委
員
か
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
［
内
線
２
２
１
０
］

　狩猟を行うためには狩猟免許を取得する必要

があります。免許の種類は、使用する猟具によ

り網猟免許、わな猟免許、第一種銃猟免許およ

び第二種銃猟免許の四種類に分かれています。

　なお、鹿児島県猟友会出水支部では試験に伴

う免許取得講習会が開催されるほか、受講料の

一部助成があります。

　詳しくは、次までお問い合わせください。

狩猟免許試験のお知らせ
○狩猟免許試験

　・日時＝７月 29 日（日）午前９時～

　・申請書類等の提出期間

　　６月４日（月）～７月６日（金）

　・会場＝北薩地域振興局出水庁舎

○狩猟免許取得講習会

　・日時＝７月 23 日（月）午前９時～

　・会場＝北薩地域振興局出水庁舎

◎問い合わせ先
　役場農林課林務係
　☎（86）1111［内線 2142］
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５
月

１
日　
　
　
　

 

平
成
24
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
祭
（
水
俣
市
）

２
日　
　
　

     

長
島
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

３
日　
　
　
　

 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」

（
指
江
庁
舎
駐
車
場
）

４
日　
　
　
　

 

道
の
駅
イ
ベ
ン
ト
（
道
の
駅
長
島
）

６
日　
　
　
　

 

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周
辺
）

　
　
　
　
　
　

 

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
会
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

７
日　
　
　
　

 

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

                           

町
衛
生
自
治
連
絡
協
議
会
総
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

 

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

                           

浜
の
か
あ
ち
ゃ
ん
加
工
場
落
成
式
（
茅
屋
）

８
日　
　
　
　

 

漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

                           

土
砂
防
災
防
止
の
集
い
（
鹿
児
島
市
）

                           

全
国
治
水
砂
防
協
会
鹿
児
島
支
部
懇
談
会

（
鹿
児
島
市
）

９
日　
　
　
　

 

県
森
林
整
備
公
社
監
事
監
査
（
鹿
児
島
市
）

10
日 　

 　
　

   

全
体
朝
礼
・
課
長
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

 

県
土
木
部
長
来
町
（
長
島
町
役
場
）

11
日　
　
　
　

 

教
育
委
員
辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

建
設
業
協
会
出
水
支
部
通
常
総
会
（
出
水
市
）

12
日　
　
　
　

 

調
査
観
測
兼
清
掃
船
「
海
煌
」
配
備
式
（
八
代
市
）

13
日　
　
　
　

 

獅
子
島
中
学
校
運
動
会(

片
側
）

14
日　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

15
日　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

16
日　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

水
産
庁
橋
元
部
長
来
町
（
長
島
町
役
場
）

17
日　
　
　
　

 

町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
衛
生
自
治
連
絡
協

                           

議
会
総
会
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

18
日　
　
　
　

 

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

町
建
友
会
総
会
（
鷹
巣
）

21
日　
　
　
　

 

出
水
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

22
日　
　
　
　

 

町
遺
族
会
代
議
員
会
総
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
会
（
阿
久
根
市
）

23
日　
　
　
　

 

県
特
産
品
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

24
日　
　
　
　

 

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
協
会
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
総
合
町
民
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　
　

 

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
（
出
水
市
）

　
　
　
　
　
　

 

北
薩
摩
観
光
連
絡
協
議
会
総
会
（
出
水
市
）

　
　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

29
日　
　
　
　

 

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会（
北
薩
地
域
振
興
局
）

30
～
31
日　

     

全
国
離
島
振
興
協
議
会
通
常
総
会
・
日
本
離
島
セ

                           

ン
タ
ー
評
議
員
会
（
東
京
都
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

回収日 場　　所 時　　間

６月 18 日
（月）

伊唐港野積場
午前 8 時～

午前 10 時
ＪＡ東馬鈴薯選果場

６月 19 日
（火）

平尾サメシマフーズ
駐車場 午前 8 時～

午前 10 時 
小浜港野積場

６月 20 日
（水）

ＪＡ長島馬鈴薯選果場
午前 8 時～

午前 10 時 
田尻公民館

６月 21 日
（木）

獅子島
アイランドセンター

午前 10 時～
正午 

　

使
用
済
み
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
産
業
廃
棄
物
で
、「
使
っ
た
農
家

自
ら
の
責
任
で
正
し
く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
用
廃
ポ
リ
や
肥
料
袋
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
を
回
収

し
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
、
再
生
処
理
工
場
へ
依
頼
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

回
収
日
時
お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農
業
用
廃
ポ
リ
類
を
回
収
し
ま
す

○ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 持 ち 込 み の 際 は 梱 包 方 法 を 守 り、 長 さ １ ㍍、 重 さ
10 ㌔程度とし、 異物が混ざらないようにしてください（バラバラに
ならないようにする）。
○廃プラスチック類を運搬する際は、運搬する車両の両側面に「産業
廃棄物運搬中」と表示することが義務付けられています。
○回収費用の口座引落を希望される人は、口座番号を確認してくださ
い。
○農薬容器類は、洗浄後ラベルをはがした物だけ回収します。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係
　☎（86）1111［内線 2141］
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産
卵
の
鶏
の
高
鳴
き
下
萌
え
す
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

下
萌
に
開
く
ば
く
だ
ん
握
り
飯
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

な
で
肩
の
新
幹
線
や
花
の
山
　
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

師
の
あ
と
を
大
股
で
追
ひ
入
学
す
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

下
萌
や
眞
赤
に
力
む
嬰や
や

の
声
　
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

凛
と
し
て
潮
の
香
濃
き
日
入
学
す
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

も
の
を
言
う
電
動
ハ
ブ
ラ
シ
四
月
馬
鹿
　
　
大
堂
　
早
苗

七な
な
そ
じ

十
路
や
明
神
句
会
入
学
す
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵え

い
こ子

入
学
日
初
め
て
歩
く
通
学
路
　
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

里
山
の
緑
に
映
え
る
山
桜
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

南
瓜
苗
囲
ひ
の
上
に
蔓
の
び
ぬ
藁わ
ら

敷
き
や
れ
ば
の
び
や
か

に
這
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

ヒ
ロ

疾
風
の
沖
合
ひ
潮
の
荒
ぶ
り
て
竹
立
ち
並
ぶ
海
苔
漁
場
は

る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

満
開
の
桜
並
木
の
夕
暮
は
見
知
ら
ぬ
土
地
を
旅
ゆ
く
ご
と

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

臭
木
菜
の
苦
味
に
母
を
想
ひ
を
り
逆
ら
ひ
食
は
ぬ
日
遠
く

な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

［
短
歌
］

惚
け
ず
と
も
綴
れ
続
け
る
事
な
る
や
惚
け
な
き
事
よ
我
事

な
る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

友
と
見
る
波
静
か
な
る
琵
琶
湖
路
の
さ
や
け
き
月
は
水
面

に
照
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

貧
し
く
て
百
円
干
し
賣
り
乍
ら
育
て
し
背
の
娘こ

今
医
師
の

母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

塩
麹
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ

川
上  

文
代  

監
修

　今話題の塩麹レシピを大公
開。和・洋・中なんでも使えて
旨味が癖になります。

自
衛
隊
員
が
撮
っ
た
東
日
本

大
震
災       

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス  

編

　自衛隊員自らが撮影した東日
本大震災の写真記録です。現場
での隊員の活動がリアルに感じ
られます。

鳴
き
合
ひ
つ
巣
立
ち
間
近
の
子
燕
に
餌
運
び
ゐい

む
出
入
り

忙
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

廃
校
に
残
り
咲
き
た
る
海
紅
豆
の
朝
靄も
や

の
中
に
仄ほ

の

赤
く
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

空
澄
み
て
海
の
輝
き
み
は
る
か
す
風
車
の
丘
に
春
日
満
ち

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

わ
が
心
鎮
ま
り
た
る
を
糧か
て

と
し
て
朝
早
く
よ
り
地
下
足
袋

を
履
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

防
鳥
網
に
絡
み
し
鵯ひ
よ

を
解
き
や
れ
ば
羽は

ね

を
ば
た
つ
か
せ
一

瞬
に
消
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

枇
杷
園
の
巡
り
隈
な
く
草
払
ふ
汗
び
っ
し
ょ
り
の
兄
を
労
ね
ぎ
ら

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

遠
き
日
に
友
と
歩
み
て
桜
貝
拾
ひ
し
砂
浜
車
窓
に
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

わ
が
為
に
娘
が
配
慮
せ
し
旅
な
ら
ん
石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
め
ぐ
る
婿
に

押
さ
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

  

今
年
も
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）」

が
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発

売
さ
れ
ま
す
（
１
枚
３
０
０
円
）。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

○
販
売
期
間

　

7
月
９
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

○
抽
選
日

　

8
月
７
日
（
火
）

○
当
選
金

　

1
等
＝
４
億
円
×
26
本

　

1
等
前
後
賞

　
　

５
０
０
０
万
円
×
52
本

　

2
等
＝
５
０
０
万
円
×
52
本

　

3
等

　
　

１
０
０
万
円
×
２
６
０
０
本
ほ
か

※
「
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
」
宝
く

じ
も
「「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
と
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
（
１

枚
３
０
０
円
、
１
等
２
０
０
０
万

円
×
４
５
０
本
）。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
緊
急
地

震
速
報
訓
練

　

本
町
の
防
災
無
線
で
配
信
さ
れ

る
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
緊
急
地

震
速
報
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
訓
練
日
時

　

6
月
28
日
（
木
）

　

午
前
10
時
15
分
ご
ろ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自
動
車

税

 　

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、

今
年
度
の
自
動
車
税
は
も
う
納
め

て
い
た
だ
い
た
で
し
ょ
う
か
。
自

動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

で
、
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
す
。
ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な

い
か
た
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
税

通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
２

自
動
車
取
得
税
の
エ
コ
カ
ー
減

税
　

自
動
車
取
得
税
の
エ
コ
カ
ー
減

税
と
は
、
次
の
自
動
車
を
取
得
し

た
場
合
に
、
自
動
車
取
得
税
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
で
す
。
新
規
登
録

し
た
自
動
車
の
う
ち
、
一
定
の
基

準
を
満
た
す
エ
コ
カ
ー
は
、
燃
費

基
準
な
ど
に
応
じ
て
非
課
税
や
税

の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
電
気
自
動
車

・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

・
一
定
の
排
出
ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃

費
性
能
を
満
た
す
自
動
車

◎
問
い
合
わ
せ
先

  

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
24
年
度
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
各
種
免
許
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
11
日
（
月
）
～
25
日
（
月
）

　

※
１
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
・
２
級

　

ボ
イ
ラ
ー
技
士
・
ボ
イ
ラ
ー
整

　

備
士
は
7
月
10
日
（
火
）
ま
で

○
試
験
日
＝
8
月
25
日
（
土
）

○
試
験
会
場

　

鹿
児
島
国
際
大
学

○
試
験
の
種
類

　

第
１
種
衛
生
管
理
者
、
第
２
種

衛
生
管
理
者
、
１
級
ボ
イ
ラ
ー
技

士
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ

ラ
ー
整
備
士
、
ク
レ
ー
ン･

デ
リ
ッ

ク
運
転
士
（
ク
レ
ー
ン
限
定
）、
移

動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
潜
水
士
、

発
破
技
士
、
揚
貨
装
置
運
転
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
２
（
43
）
３
３
８
１

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
」
を
展
開

　

国
土
交
通
省
で
は
、
本
年
度
も

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。
不
正
改
造
は
犯

罪
で
あ
り
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
二
輪
車
、
乗
用
車
、
貨
物
車

の
所
有
者
の
か
た
は
保
安
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
、
確
実
に
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
５
６
６
０

　
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
受

験
者
の
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
で
は
、
平

成
24
年
度
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験
で
高
卒
者
試
験
と
社
会
人

試
験
（
係
員
級
）
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
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○
受
験
資
格

　
［
高
卒
者
試
験
］

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
か
た
お

よ
び
平
成
25
年
3
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
か
た
。

　
［
社
会
人
試
験
（
係
員
級
）］

　

昭
和
47
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
た
か
た
（
高
卒
者
試
験
に
規
定

す
る
期
間
が
経
過
し
た
か
た
お
よ

び
人
事
院
が
当
該
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
か
た
に
限
る
）。

○
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

　

①
［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
］

　
　
（ http://w

w
w

.jinji.go.jp/

）

　
　

※
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

　
　

 

ナ
ビ
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　
　

６
月
26
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

７
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

   

［
受
信
有
効
］

　

②
［
郵
送
ま
た
は
持
参
］

　
　

７
月
2
日（
月
）～
10
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

   　
［
消
印
有
効
］

○
第
一
次
試
験
日

　

９
月
９
日
（
日
）

　

※
九
州
地
区
で
は
高
卒
者
試
験

　

は
8
試
験
地
で
実
施
。
社
会
人

　

試
験
は
4
試
験
地
で
実
施
。

○
申
込
用
紙

　

人
事
院
九
州
事
務
局
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

○
受
験
申
込
先

　

全
国
の
各
人
事
院
事
務
局

　

※
希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に 

　

よ
り
申
し
込
み
先
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
、
詳
し
く
は
次
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　
税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者

の
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
庁
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

（
旧
三
種
（
税
務
））
の
受
験
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
領
は

次
の
と
お
り
で
す
。　

○
受
験
資
格

　

高
校
卒
業
見
込
み
の
か
た
お
よ

び
高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
か
た
。

○
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

　

①
［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
］

　
　
（http://w

w
w

.jinji-shiken.

　
　

go.jp/juken.htm
l

）

　
　

６
月
26
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

７
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

   

［
受
信
有
効
］

　

②
［
郵
送
ま
た
は
持
参
］

　
　

７
月
2
日（
月
）～
10
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

   　
［
消
印
有
効
］

○
第
一
次
試
験
日

　

９
月
９
日
（
日
）

○
申
込
用
紙

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国

税
局
お
よ
び
最
寄
り
の
税
務
署
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える地域のチカラ

毎年７月は社会を明るくする運動強化月間

　法務省では、毎年７月を『社
会を明るくする運動』強化月
間と定め、全国各地でさまざ
ま な 活 動 が 展 開 さ れ て い ま
す。
　「 社 会 を 明 る く す る 運 動 」
は、犯罪や非行を予防し更生
を支援する活動です。だれも
が安心してしっかりと自分の
人生を生きられる社会を築く
には、犯罪を犯した人や非行
に陥った少年の立ち直りを支
え、過ちを繰り返さないよう
に援助しあえる地域づくりが
大切です。皆さんができるこ
とから始める、それが大きな
力に変わります。

○
受
験
申
込
先

　

全
国
の
各
人
事
院
事
務
局

　

※
希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に

　

よ
り
申
し
込
み
先
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
、
詳
し
く
は
次
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０
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没者を追悼し平和を祈る
獅子島招魂祭・獅子島つつじ祭り

　５月 20 日、明治維新以降の戦争で亡く
なられた獅子島出身のかたがたを慰霊す
る、獅子島招魂祭が開催されました。
　この日、会場となった七郎山山頂の慰霊
碑前には、遺族や団体関係者、獅子島の消
防団員ら約 50 人が参列し、しめやかに神
事が執り行われました。参列した石塚政廣
副町長は「尊い犠牲を礎にし、戦争の悲惨
さと平和の尊さを継承していく」と慰霊の
言葉を述べました。この後山頂広場では、
招魂祭の恒例行事となるちびっこ相撲が奉
納され、たくさんの声援が送られました。
　同日、同会場では獅子島つつじ祭りも開
催。平成 22 年度、山頂付近に約 2,000 本
のツツジが植栽され、満開に花が咲いたこ
とを記念した行事となりました。当日は、
あいにくの小雨交じりとなりましたが、島
内の児童生徒による踊りや長島中学校吹奏
楽部の演奏、歌謡ショーなどがあり大賑わ
いとなりました。また、初めての試みで会
場には金魚すくいなど地域のかたがたによ
る手づくりの出店もあり、子どもから大人
まで楽しめる祭りとなっていました。

戦

訓練のため役場駐車場の災害対策本部に設置された衛星通信車↓
害を想定し連絡体制を確認災 衛星通信車を使った共同防災訓練

　５月 17 日、国土交通省が所有する衛生通信
車を使った共同防災訓練が、長島町役場を対策
本部として、指江庁舎との両庁舎間で行われま
した。
　これは、衛星回線を使用した画像通信および
撮影指示訓練で、実際に災害が発生したこと
を想定。仮の災害現場となった指江庁舎では、
現場の状況を衛星小型画像伝送装置（ku-SAT）
のビデオカメラで撮影し、対策本部へ伝送しま
した。本部では石塚政廣副町長が待機し、画像
と音声を確認しながら衛星電話で、ズーム、方
角など撮影の指示をしました。

↑山頂広場の特設
相撲場で奉納され
たちびっこ相撲

←つつじ祭りで、
獅子島中学校の生
徒は「ソーラン節」
を披露
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用者の癒しとなれば利 桃源郷に絵画・写真の贈呈

　特別養護老人ホーム桃源郷（中納武徳
理事長）に５月 28 日、本町菅牟田集落
の樋渡信子さんが絵画を送り、感謝状が
贈呈されました。
　これは、同施設が今年の３月、居室と
食堂を一部リニューアルしたことが発
端。施設内が少しでも明るくなればとい
うことで、町内の画家や写真家が作品を
送り完成を祝いました。今回樋渡さんの
作品は「ランプライブリョン」という題
名の風景画。自分も桃源郷の近くに住ん
でいることから絵画をプレゼントしよう
と考え、一週間徹夜同然で描きあげまし
た。樋渡さんは「入居者や利用者が見て、
心温まればうれしいです」と少し恥ずか
しそうに話しました。
　同施設の坂口登園長は「これまで室内
が寂しかったが明るくなり、癒せる場と
なった。町の皆さんからの好意を感謝し
たい」と喜んでいました。

産物を配布して事故を防ぐ特 交通安全「ジャガイモ作戦」

　阿久根地区交通安全協会長島西支部（小林信正支
部長）では、事故の未然防止を図ろうと、交通安全
キャンペーン「ジャガイモ作戦」を５月３日、指江
庁舎駐車場で行いました。
　この取り組みは、例年通行量の多くなるゴールデ
ンウィーク期間中に実施され、当日は同協会のほか、
長島ライオンズクラブ、各地域の女性らも応援に駆
けつけました。
　午前 10 時から順次通行車両が誘導されキャンペ
ーンが開始。待ち構えていた参加者は「交通事故に
は気をつけて」と声をかけながら窓越しに蒸かした
バレイショとチラシを手渡していました。蔵之元港
からフェリーで天草方面に向かうと話す家族連れの
男性は「特産をいただき旅の思い出の一つになりま
す。事故には気をつけます」と気を引き締めていま
した。

↑一台一台に蒸かしたバレイショを渡し、交通安全を呼
びかける川添健町長

↑中納理事長から
感謝状を受け取る
樋渡信子さん（背
後中央の絵画が、
今回プレゼントさ
れた作品）

←リニューアルさ
れた食堂の壁に、
寄贈された写真な
どが展示
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掃作業で地域に貢献
長島町民児協ボランティア活動

島弁で会話が弾む長 第５回関西ながしま会交流会

　長島町民生委員・児童委員協議会（垂
門和志会長）は５月 29 日、特別養護老
人ホームあかね園と養護老人ホーム長生
園でボランティア活動を行いました。
　この取り組みは例年、活動の一環とし
て施設側や入所者らが日常手の行き届か
ないところを中心に清掃しようと計画さ
れ、会員 33 人が参加しました。
　この日は２班に分かれ、施設内の草払
いと窓拭きなど重点的に約２時間かけ汗
を流しました。入所者らから心温まるお
礼を言われる場面もあり、会員らは作業
に力が入っていました。養護老人ホーム
長生園に入所している岩下吉文さんは

「室内の窓拭きは自分らでできるが、外
窓は難しい。外がきれいに見えてうれし
い」と喜びました。同会の垂門会長は「入
所や通所されているかたなどから、気持
ち良くなったといわれ、やりがいがあっ
た」と話しました。

　長島町の出身者でつくる第５回関西ながしま会
（立野弘美会長）交流会が４月 22 日、大阪市太

閣園ガーデンホールで開催されました。
　この日は、川添健町長をはじめ総勢 230 人の
出身者が集まり、まず東日本大震災の被災者に黙
とうを捧げました。
　交流会では、立野会長のあいさつの後、川添町
長から長島町の近況報告などがあり参加者は熱心
に話を聞いていました。懇親会がはじまり本町特
産の焼酎「島美人」が出されると参加者から大好
評。懐かしいふるさとの味に酔いしれ、長島弁を
交えながら話に花が咲いていました。このほか会
場では、カラオケや三味線、獅子島出身の歌手、
水元幸さんの歌などもあり、最後には大抽選会も
開催され大賑わいとなりました。

会場内は会話も弾み、三味線や踊り、カラオケなどで大盛況↓

清

↑特別養護老人
ホームあかね園で
庭園の芝刈り

←養護老人ホーム
長生園で居室外側
の窓拭き
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ラメさん大きく育ってねヒ
鹿児島県豊かな海づくり
パイロット事業

↑城川内小学校児
童は指江港の船揚
場で放流

←鷹巣小学校児童
は、竹島沖と伊唐
大橋下に移動し船
上から放流

　５月 25 日、育てる漁業を推進するた
め「鹿児島県豊かな海づくりパイロット
事業」を活用したヒラメの稚魚の放流体
験学習が町内の２校で行われました。
　これは、北さつま漁業協同組合長島支
所（新蔵正人支所長）と東町漁業協同組
合青壮年部（竹上裕記部長）が主催。こ
の日は、東シナ海側と八代海側の２カ所
に体長 10 ㌢ほどの稚魚約１万８千尾余
りをそれぞれ放流しました。
　北さつま漁業協同組合長島支所の組合
員らは城川内小学校３・４年生の児童と
指江港の船揚場で実施。東町漁業協同組
合青壮年部の部員らは、鷹巣小学校４年
生の児童を薄井漁港桟橋から船に乗せ、
竹島周辺と伊唐大橋下の浅瀬へ移動し放
流しました。参加した児童らは「大きく
なってね」と何度も声をかけながら稚魚
が海に潜っていくのを笑顔で見送ってい
ました。

齢化の人手不足を解消
長島町建友会が農作業のお手伝い高

　町内の建設会社でつくる長島町建友会（福山義
弘会長）が、町内農家の労働力不足を補おうと、
バレイショの収穫作業を手伝いました。
　この取り組みは、公共工事の少ない時期にあわ
せ平成 18 年度から今年で 6 年目。今年度は 4 月
24 日から 5 月 11 日までの期間、本会の加盟 19
社の協力があり、総勢 46 人を派遣しました。各
社からの収穫作業員は、畑１カ所に１人から２人
が駆けつけバレイショ拾いや運搬などを行ってい
ました。作業員をお願いした伊唐集落の冷水一三
さんは「この時期はどこも人手不足。建友会の活
動は大変助かる」と喜んでいました。同会の福山
会長は「収穫作業には最低賃金の費用がかかりま
すが、来年度も依頼があればぜひ協力したい」と
話しました。

伊唐島の畑でバレイショ収穫を手伝う建設会社の社員↑
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（　）内は前月比

11,432(    -3)
  5,535(    -4)
  5,897(    1)
  4,420(  +2)

平成 24 年５月 31 日現在

花
づ
く
り
名
人
に
な
ろ
う
！

　

今
回
は
「
花
づ
く
り
名
人
に
な
ろ

う
！
」
と
題
し
て
、
身
近
に
で
き
る

花
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

○
こ
ぼ
れ
て
落
ち
た
種
を
活
用

　

春
の
花
が
終
わ
っ
て
花
壇
の
中
に

は
、
昨
年
の
夏
に
育
て
て
い
た
花
の

種
が
芽
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
花
苗
と
し
て
移
し
育
て
る
こ

と
が
で
き
、
ほ
う
き
草
、
ポ
ー
チ
ュ

ラ
カ
、
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
の

芽
が
見
ら
れ
ま
す
。

○
宿
根
草
を
植
え
る

　

ガ
ザ
ニ
ア
や
松
葉
ボ
タ
ン
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
宿
根
草
が
あ
り
ま
す
が
挿

し
芽
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

花
壇
の
一
部
を
残
し
て
お
く
と
そ
の

宿
根
草
が
使
え
ま
す
。

○
購
入
苗
は
増
や
せ
る
苗
を
買
う

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ポ
ー
チ
ュ

ラ
カ
、
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ル
ー
、
コ
リ

ウ
ス
な
ど
簡
単
に
挿
し
芽
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
品
種
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ほ
か
に
も
挿
し
芽
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
花
を
摘
ん
で
長
く
楽
し
む

　

満
開
後
、
か
れ
た
部
分
を
摘
む
こ

と
で
花
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
春
の
花
で
も
、
シ
ロ
タ
エ

ギ
ク
や
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
花
を
摘

ん
で
お
く
と
、
秋
に
ま
た
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
ま
す
。

○
タ
ネ
を
収
穫
、
保
管

　

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
や
ビ
オ
ラ
、
ニ

ゲ
ラ
な
ど
の
種
子
は
次
の
年
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
く
乾
燥
さ
せ

た
後
、
紙
の
封
筒
に
入
れ
冷
蔵
庫
で

保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
［
内
線
１
２
６
７
］

こぼれ種から芽が出たほうき草↑

長島町スポーツ推進委員へ委嘱状交付
　５月 15 日、長島町スポーツ推進委員第１回定例会が長島
町開発総合センターで開催され、15 人のスポーツ推進委員
に委嘱状が交付されました。
　スポーツ推進委員は、２年の任期で教育委員会の委嘱を受
け、年４回の定例会のほか地域住民のスポーツ活動の指導と
町の体育行事の運営と支援などを行ないます。今後、スポー
ツ推進委員への協力要請がありましたら問い合わせくださ
い。なお、今回委嘱されたかたがたは下記のとおりです。

今回委嘱された 15 人のスポーツ推進員

◎問い合わせ先
　教育委員会社会教育課
　 ☎（86）1111［内線 2233］

平藪武志（田尻）、濵田健二（汐見）、下塩見浩（小浜）、
飯尾明彦（城川内）、山角　豊（平尾中南）、崎野京子（指江）、
池田安彦（幣串）、山頭松子（脇崎）、福山　聡（御所ノ浦）、
山 本 清 喜（薄 井）、 川 中 珠 美（薄 井）、 道 添 未 地（宮 ノ 浦）、
西崎ゆかり（福ノ浦）、児玉広大（本町）、脇田かおる（蔵之元）                       
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
先
般
息
子
と
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を

ま
い
た
と
こ
ろ
、
一
週
間
ほ
ど
で

芽
が
出
て
今
で
は
10
㌢
程
に
な
り

ま
し
た
。
芽
が
出
て
、
日
に
日
に

育
つ
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
今
度

は
家
庭
菜
園
に
目
覚
め
る
こ
と

に
。
さ
っ
そ
く
、
週
末
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
何
を
植
え
る
か
吟
味
し

た
と
こ
ろ
、
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
も
な
る
キ
ュ

ウ
リ
二
株
。
土
を
つ
く
り
、
大
き

く
育
て
と
願
い
を
込
め
植
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
家
庭
菜
園
の
お
か

げ
で
こ
の
日
は
二
人
の
息
子
た
ち

と
い
ろ
い
ろ
な
話
も
で
き
、
楽
し

く
大
切
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
と
キ
ュ
ウ
リ
の
成
長
記
が

今
後
も
書
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　長島町立城川内小学校の校庭中央にあるセンダンの木が 5月の
下旬満開となり、見ごろを迎えました。
　このセンダンの木は、　高さが約 20㍍、枝幅 25㍍、そして幹回
りは 5.3 ㍍で、明治 39年の学校設立当時から今はなき木造校舎裏
に生えていたとのこと。現在では、校舎建築などに伴い校庭の真ん
中に移植され、いつも子どもらを見守ってきました。そして特にこ
れからの夏場は太陽をさえぎり、暑さをしのがせてくれます。

歴史を刻む大木が花満開



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１ ６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１   ８/１   ８/２   ８/３   ８/４

２ ３ ４ ５

２０１２7
○鷹巣診療所 86-0054
○しもぞのクリニック 63-8300
○いまむらクリニック 73-1700
○出水病院 62-0419
○橋口歯科医院 73-0508
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

◎肺・大腸がん検診
◎日本脳炎
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○こどもクリニック永松64-1500
○門松医院 64-6100
○出水眼科 62-8350
○水野歯科医院 82-0064
□かしま薬局 63-3970
□クレモア薬局 63-5401
□中央薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○境田医院 67-2600
○山田クリニック 72-0420
○キッズクリニック 63-7707
○白男川歯科医院 63-0009
□エンジェル薬局 65-7637
□さくら薬局 63-7700
□のぞみ薬局 73-2131
◇キッズクリニック 63-7707

　　　　　海の日

○飯尾医院 88-5040
○福永内科循環器科 62-8200
○北国医院 72-0016
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○宮薗歯科医院 73-3222
□かりん薬局 64-1400
□こがね薬局 64-1132
□上野薬局 72-1016

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○二宮医院 62-0167
○阿久根眼科 72-0040
○よう皮ふ科医院 63-1112
○つばさ歯科 62-8519
□あすか薬局 63-7322
□高松薬局 73-4002
□しおかぜ薬局　88-6011
◇二宮医院 62-0167

◎二種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○東医院 67-1861
○林胃腸科外科 73-3639
○奥田蘇明会医院 82-3998
○太田歯科クリニック 84-4700
□あじさい薬局 67-2055
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定・胃がん検診
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

●７月 16日は海の日です。
　「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


